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Ａ.２０１５年３月期第３四半期決算の概要

Ⅰ. 経営状況

1）概要（連結）

単
四
半
期

累
計

四半期
純利益

５６８１．２３００３３．１６０１８３２４３
四半期
純利益

１７．２２１１２３１４５営業利益

１２．１５３８４，４４７４，９８５売上高

△２３．６△２５１０８８３

経常利益 １１．０１６１５０１６７

３７４

２９８

１２，８０５

2014/3期
３Ｑ実績

②

７８．７

７７．２

７５．８

進捗率

①÷⑤ｘ100

１１．４

１６．３

１０．７

増減率
（前年比）

④=③÷②ｘ100

５３０

４５０

１８，７００

通期業績予想
（10/31発表）

⑤

１１２

１０２

４，５２２

差額

⑤－①

４２

４８

１，３７２

増減額
（前年比）

③＝①－②

４１７経常利益

３４７営業利益

１４，１７７売上高

2015/3期
３Ｑ実績

①

（単位：億円、％）

（億円未満切捨て）

2）連結経営指標 ３Ｑ累計 （前年同期） ３Ｑ累計 （前年同期）

・売上高営業利益率 ２．４％ （２．３％） ・ＲＯＥ ６．４％ （４．７％）

・売上高経常利益率 ２．９％ （２．９％） ・ＲＯＡ ２．３％ （１．９％）

◇事業環境に関する認識と確認（経済環境）

消費増税に伴う実質購買力の低下により、個人消費に依然として弱さが残る一方で、

円安に大幅な原油安が加わり、企業の収益環境が好転したことなどから、景気は緩やかな

回復基調で推移。

◇事業環境に関する認識と確認（物流業界の状況）

物流業界においては、こうした経済情勢を背景に、国内貨物では、消費関連貨物などの

輸送需要に厳しい状況があるものの、国際貨物では、円安による輸送量の押し上げ効果も

あり、米国向け航空貨物の輸出などが堅調なことから、総じて底堅い状況で推移。

◇業績予想

連結、個別とも、昨年１０月３１日に発表した数値を据え置いた。

本年１月１日付で中部エリアの組織改正を行ったが、昨年１０月１日付の関西エリアでの

組織改正と同様、報告セグメントについては、引き続き、従来の区分に則った形で、開示。
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Ⅰ. 経営状況

1）複合事業

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

６５６３．３１７９１６．７１６９７１１３ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３．４６１１，８３０１，８９２売上高

２．６ （２．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ７，４３８

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７４．６

進捗率

前年同期対比実績

・ 鉄道取扱が、台風、大雪等による貨物列車の運休で、減少

・ トラック輸送は、大口のお客様を中心に、底堅い荷動き

・ 倉庫は食料品関連の取扱いが増加し、通販関連等のロジスティクス業務も堅調

１，８８９３．４１８４５，３６３５，５４８

８．７３４５４９

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

６５０．５１２△３６．６△３９６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１．８２１３７１３９売上高

１．６ （３．５）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５５６

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７４．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 第１四半期から始まった新規の設定便業務が順調に推移

・ 社有戦力のみで業務を遂行していることによる人件費上昇の影響と、車両改修により、減益

１４０１．４５４１０４１５

△５３．０△２４２

増減率増減額 差額14/3期15/3期

2）警備輸送 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇複合事業・・・増収、増益

※当・第３四半期の複合事業の輸送モード別の売上高については、個別の売上高の数字

をベースにご説明している。

鉄道取扱の売上高は、△４．６％。１０月に台風、１２月は大雪などの影響で、貨物列車の

運休が多かったことと、前年、年末にかけての商戦期に、お客様が貨物の一部を

自動車扱いからコンテナにシフトしたことの反動減によるもの。

自動車全体の売上高は、対前年、＋０．３％。積合せは、ほぼ前年並、貸切りは、対前年、

＋０．４％。料金改定の効果に加え、飲料・自動車関連の荷動きにやや弱さが見られた

ものの、足元の輸送需要は、大口のお客様を中心に底堅い状況が継続。

倉庫の売上高は、＋５．３％。食料品関連の取扱いが増加したほか、通販関連を

はじめとするロジスティクス業務の取扱いが、付帯事業他に計上している分を含めて、

堅調に推移。

◇警備輸送・・・増収、減益

第１四半期から始まった新規の設定便業務が順調に推移しているが、社有戦力のみで

業務を遂行していることから、人件費上昇の影響を大きく受けたことと、セキュリティ向上

のための車両改修を実施したことにより、減益。
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Ⅰ. 経営状況

3）重量品建設

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

３８２．６２１２０．０２１４１７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１６．８１６９５１１１売上高

５．５ （４．４）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４１２

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

８６．８

進捗率

前年同期対比実績

・ 国内の風力発電・重電関連の取扱いが堅調に推移

・ 海外で新規の大型プラント工事が始まるなど、好調を維持

５４２９．２８０２７６３５７

４３．５１４６

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇重量品建設・・・増収、増益

国内では、風力発電・重電関係の取扱いが堅調に推移し、海外においても、

マレーシアでの大型プラント工事に加えて、ベトナムで新たな大型プラント工事が

始まるなど、好調を維持。
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Ⅰ. 経営状況

4）航空

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

１３７７．１６０３．３１４５４６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）６．３２９４７３５０３売上高

４．２ （４．４）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，８６２

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７６．４

進捗率

前年同期対比実績

・ 米国向けスポット貨物の増加等により、増収となったが、航空会社からの仕入単価も上昇

・ 輸入貨物、国内貨物の取扱いも堅調に推移

４３９５．０６７１，３５４１，４２２

０．９０２０２１

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

５８７．５４５△１４．３△６４６３９ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）△９．４△３１３２９２９８売上高

３．４ （３．９）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，２００

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７４．６

進捗率

前年同期対比実績

・ 設備輸送関連の輸出が売上げを支える状況が継続

・ 輸入貨物、内航海運の取扱いが、前年比で減少し、減収

３０４△１０．７△１０６１，００２８９５

△１９．１△２１２１０

増減率増減額 差額14/3期15/3期

5）海運 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇航空・・・増収、増益

日本発輸出航空貨物の取扱重量は、＋７．７％。

方面別の内訳では、米州地域向けが、＋２３．１％、欧州地域向けが、＋５．６％、

アジア･オセアニア地域向けが＋３．０％。

品目別では、米州向けに自動車関連、欧州向けは自動車・医療機器関連、アジア向けに

電子・電機関連の荷動きが活況。

米国西海岸の港湾混雑の影響により、足の長い米国向けスポット貨物が増えたことや、

中東向けに緊急支援物資の輸送を行ったことが、増収の大きな要因。

一方、下半期に入り、米州向けの仕入単価が上昇しているが、スポット扱いにおいては、

販売単価への転嫁、長期契約扱いでは、経由便の利用などに努めた結果、利益を確保。

輸入貨物、国内貨物の取扱いも堅調に推移。

◇海運・・・減収、減益

輸出については、設備輸送関連が売上げを支える状況が継続。

また、一般商業貨物の取扱いに回復の兆しが出てきている。

輸入は、太陽光パネル関連の荷動きが鈍化した分を、アパレル・雑貨関連などの取扱いで

補ったが、円安の影響もあり、前年の売上げにわずかながら及ばず。

内航海運は、前年にスポット貨物の取扱いがあった反動で、減収。

昨年５月に実施した、九州エリアにおける組織改正が影響。



5Copyright © 2015 NIPPON EXPRESS, All rights reserved. ２０１５年３月期第３四半期 ご参考資料

Ⅰ. 経営状況

6）米州

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

３８９．９３０３４．２７２０２７ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１２．３２１１７６１９８売上高

５．１ （５．０）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ７４３

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７７．１

進捗率

前年同期対比実績

・ 米国での自動車関連のトラック輸送、倉庫配送が好調を維持

・ メキシコでの自動車関連の海運・輸入、航空・輸出フォワーディングの取扱いが堅調

１７０１１．９６０５１１５７２

１４．０１８１０

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

△７１６９．０１０２０６．８１２５１８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１５．８２７１７５２０３売上高

３．９ （１．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ８３４

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７１．９

進捗率

前年同期対比実績

・ ドイツ、英国、スペインで自動車関連の航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加

・ トラック輸送を中心とする域内ビジネスは引き続き低迷

２３４１５．９８２５１７５９９

２７０．５５２７

増減率増減額 差額14/3期15/3期

7）欧州 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

「海外会社」の第３四半期は、７－９月期

◇米州・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースにおいても、増収、増益。

米国においては、自動車関連のお客様のトラック輸送、倉庫配送の取扱いが好調を

維持したほか、航空・輸入の取扱いも増加。メキシコにおいても、自動車関連の海運・輸入、

航空・輸出フォワーディングの取扱いが堅調に推移。

◇欧州・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースにおいても、増収、増益。

トラック輸送を中心とする域内ビジネスは低迷が続いているものの、ドイツ、英国、スペイン

において、自動車関連の航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加し、売上げを伸長。
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Ⅰ. 経営状況

8）東アジア

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

△０１０３．６１４５１．０５９１４ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）１０．５２３２２８２５２売上高

３．０ （１．３）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，００３

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７３．１

進捗率

前年同期対比実績

・ 中国で、自動車関連のトラック輸送・倉庫配送の取扱いが、引き続き好調

・ 中国での自動車・電子・電機関連の航空・海運フォワーディングの取扱いも大幅に増加

２６９１３．１８４６４８７３３

１６４．５４２７

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

５６６．９１５７．４０９１０ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）２２．４２９１３２１６２売上高

２．３ （３．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ５８０

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７８．３

進捗率

前年同期対比実績

・ マレーシア、インドネシアで、アパレル・自動車関連の倉庫配送の取扱いが大きく伸長

・ 事業拡大に伴う初期費用のほかに、利用費、外注費なども増加傾向にあり、減益

１２５２０．７７７３７６４５４

△１２．３△０４３

増減率増減額 差額14/3期15/3期

9）南アジア・オセアニア （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

「海外会社」の第３四半期は、７－９月期

◇東アジア・・・増収、増益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースにおいても、増収、増益。

香港、台湾では、電子・電機関連の航空・輸出フォワーディングの取扱いが減少したものの、

中国において、自動車関連のお客様のトラック輸送・倉庫配送の取扱いが、引き続き、

好調を維持したほか、自動車・電子・電機関連の航空・海運フォワーディングの取扱いも

大幅に増加。

◇南アジア・オセアニア・・・増収、減益

為替の影響を除いた、現地通貨ベースにおいても、増収、減益。

フィリピンにおいて、電子・電機関連の航空・輸出フォワーディングの取扱いが増加した

ほか、マレーシア、インドネシアでは、アパレル・自動車関連の倉庫配送の取扱いが大きく

伸長。一方で、事業拡大に伴う初期費用のほかに、利用費、外注費なども増加傾向にある

ことから、減益。
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Ⅰ. 経営状況

10）販売

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

８８４．３５４３５．３１２３４４６ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３．５３８１，０９０１，１２８売上高

１．６ （１．２）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 ４，２２５

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７６．０

進捗率

前年同期対比実績

・ 輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業が、引き続き好調を維持

１，０１２７．３２１８２，９９４３，２１２

３６．６４１３１８

増減率増減額 差額14/3期15/3期

（単位：億円、％）

Ｂ.セグメント別状況

３
Ｑ
単
四
半
期

累
計

５７７．０２３９１．７８９１８ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

３Ｑ単四半期営業利益率（前年同期）３１９．６３３９１０６４４５売上高

２．５ （３．０）

概況

ｾｸﾞﾒﾝﾄ利益

売上高 １，３９４

予想

通期業績予想（10/31発表）対比

７０．５

進捗率

前年同期対比実績

・ 日通ＮＥＣロジスティクス社が、当・第３四半期から連結子会社化

・ 日通・パナソニック ロジスティクス社とともに、売上高の増に大きく寄与

４１０２１９．３６７５３０７９８３

２４３．１７３１１

増減率増減額 差額14/3期15/3期

11）その他 （単位：億円、％）

※以下、セグメント毎の概況は、第３四半期単四半期の内容

◇販売・・・増収、増益

日通商事において、石油類の販売単価が下落したため、売上げの伸びが鈍化したものの、

輸出梱包業務などのロジスティクス・サポート事業は、引き続き、好調を維持。

◇その他・・・増収、増益

日通ＮＥＣロジスティクス社が、当・第３四半期から、連結子会社化。

前年度の第４四半期から連結子会社となっている日通・パナソニック ロジスティクス社と

ともに、売上高の増加に大きく寄与。
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2015年3月期3Ｑ累計実績 2.1%

（2014年3月期3Ｑ累計実績 1.8%）

（2015年3月期3Ｑ単四半期実績 2.6%）

2016年3月期

国内複合事業営業利益率 3%

国内事業の経営体質強化

【1月1日付組織改正】

航空事業部管内 名古屋航空支店

海運事業部管内 名古屋国際輸送支店

2015年3月期3Ｑ累計実績 33.5%

（2014年3月期3Ｑ累計実績 32.2%）

2016年3月期
国際関連事業売上高比率 40%

グローバルロジスティクス
事業の更なる拡大

項目 進捗状況基本戦略

日通グループ経営計画 ２０１５ －改革と躍進－ 基本戦略の進捗状況

Ⅱ.経営計画の進捗状況

中部ブロック地域総括に移管

◇国内複合事業営業利益率の３％達成に向けて

複合事業営業利益率の実績は、前年対比で０．３ポイント改善の２．１％。

当・第３四半期単独では、前年対比０．１ポイント改善の２．６％となり、今年度の通期目標

２．４％の達成に向けて、順調に進捗。引き続き、コスト削減に対する取組みを推進。

また、「三大都市圏」での営業拡大をより強力に推進していくために、関西エリアに続き、

中部エリアにおいても、組織改正を実施。

本年１月１日付で、航空事業部の所管であった名古屋航空支店及び海運事業部の所管で

あった名古屋国際輸送支店を中部ブロック地域総括へ移管。

◇国際関連事業売上高比率の４０％達成に向けて

航空・輸出の売上げが堅調であることに加え、海外会社が順調に売上げを伸ばしたこと

により、当・第３四半期累計では、３３．５％。
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Ａ．増減要素（３Ｑ累計）

参考
連結業績への影響

（３Ｑ累計）
変動要素

３Ｑ累計期間平均レート（※） （前年同期）

ＵＳＤ：１０２．９５円 （ ９６．７１円）

ＥＵＲ：１３９．５４円 （１２７．３５円）

ＨＫＤ： １３．２８円 （ １２．４７円）

ＲＭＢ： １６．７２円 （ １５．７０円）

売上高
１３４．７億円

営業利益
２．４億円

※３Ｑ単四半期
売上高 ３７．３億円
営業利益 ０．９億円

為替（円安）に
よる影響

（前年同期）

軽油 ：１１７．４７円／ℓ（１１４．０８円）

ガソリン：１５０．４７円／ℓ（１４６．８０円）

船舶重油： ７１．３８円／ℓ（ ７０．１９円）

燃油費 ４．９億円
（費用増）

※３Ｑ単四半期
△３.３億円
（費用減）

燃油費単価変動
による影響

Ⅲ. 外部環境の変化

（※）記載の為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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Ｂ．外部要因の想定（通期）

前提条件
連結業績への影響

（通期）
変動要素

（前期年間平均（※））

ＵＳＤ： １０２．５０円 （ ９７．６５円）

ＥＵＲ： １４１．００円 （１２９．６８円）

ＨＫＤ： １３．２０円 （ １２．５９円）

ＲＭＢ： １６．８０円 （ １５．９１円）

売上高

１５３．０億円

営業利益

２．４億円

※差引き４Ｑ単四半期

売上高 １８．２億円

営業利益 ４百万円

為替による影響

（前期年間平均）

軽油 ：１１１．１７円／ℓ（１１４．９２円）

ガソリン：１４９．２４円／ℓ（１４７．２１円）

船舶重油： ６９．６９円／ℓ（ ７１．２４円）

燃油費 △６．９億円

（費用減）

※差引き４Ｑ単四半期

△１１．８億円

（費用減）

燃油費単価変動
による影響

Ⅲ. 外部環境の変化

（※）年間為替レートは参考値。決算では四半期平均レートを、現地通貨建の四半期実績に適用している。
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本資料のいかなる情報も、弊社株式の購入や売却などを勧誘するものではありません。

また、本資料に記載された意見や予測等は資料作成時点での弊社の判断であり、その情報の
正確性を保証するものではなく、今後、予告無しに変更されることがあります。

万一、この情報に基づいて、こうむったいかなる損害についても、弊社及び情報提供者は
一切責任を負いませんのでご承知おきください。


